
Web地図アプリ”Stroly”使い方マニュアル 2021  

作：静岡県立裾野高校地理学教室 

○もくじ 

0．環境の整備（ID の作成など） 

1．地図のアップロードと位置合わせ 

2．地図に写真や動画を埋め込む 

3．住所録等を一括で取り込む 

 

0．環境の整備（ID の作成など）           

Stroly にログインするために、メールアドレスとパスワードを登録します。 

（Google アカウントや Facebook アカウントを使うことも出来ます）。 

0—1 メイン画面にアクセスする。 

https://stroly.com/ja/にアクセスします。 

メイン画面を表示します。 

“ログイン”をクリックします。 

0-2 ページをスクロールさせて“アカウント作成”を表示させます。 

 

 

 

 

 

0-3 各種 SNS アカウントでログインするか、メールアドレスを登録した上でログインします。 

 

 

 

メールアドレスの 

新規登録 

登録済みの場合 

こちらからログイン 

https://stroly.com/ja/


0-3 ログイン（裾野高生徒は地理学教室の ID）したら各自の「ボード」（作業スペース）を 

  作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑もくじに戻る 

 

①歯車アイコンをクリック 

②Add new boardを選択 

③名前とパスワードを記入 各自の出席番号 

と名前 

授業では統一パスワードを 

使います 

“Private”にします。 



  

1．地図のアップロードと位置合わせをする  
↑もくじに戻る 

各自のボードに地図をアップします。 

 

1－1 まず、自分が作成したボードを選択します。 

 

1－2 歯車アイコン→“Upload new map”を選択 

 

１-３ 地図画像を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

１－４ 地図の所在地と、搭載するボード名（自分のボード）を記入して 

   “Upload”ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

１－５ 著作権関係の確認が出ますので、承諾します。 



 

 

 

 

 

 

 

１－６ 地図の設定画面に移るので、必要事項を書きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１－７ 次に「Mapping」のタブに移り位置合わせの準備をします。 

 

 

１－８ 左に絵地図、右に世界地図の画面が出てきたら、右の世界地図の 

スケールを近隣レベルに合わせます（検索ウインドウに地名を 

入れると早いです） 

 

 

 

 

 

 

１－９ 

【必須】 

地図のタイトル 

【必須】 

地図のある場所 

ここに地名を入れる 

（日本語で OK） 



１－９ 背景の地図を地理院地図（国土地理院の地形図） 

にすることもできます。 

 

 

１-１０ 左右の地図の位置と縮尺を揃えます（だいたいでよい）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-11  地図の位置合わせ（絵地図に位置情報を与える）をする 

①ウインドウ左上の“PLACE”マークをクリック。 

 

②左右の地図を拡大して、共通する場所をそれぞれクリックします。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

まず、左側の地図の目印となる点を 1 クリック    クリックした場所に赤い点がつく 

 

右側の地図上での同じ場所をクリック       左右の地図に共通の地点番号がつく 

                        （位置の微調整はマウス操作で行う） 

③ ②と同じ要領で、交差点などの目印を 15～20ヶ所ぐらい指定する 

 

1－12 位置合わせが出来たら一旦“SAVE”をする。 

 

 

 

 

共通 



1－13 Publish（Web 上での限定公開）を行う。 

①1－12同様に“SAVE”から“Publish as private”を選択する 

 

 

 

 

 

 

②完了すると確認画面が出るので、Web サイトで確認する。 

  

③QRコードを表示してスマホで見られるか確認してみる。 

 

 

 

 

 

 

↑もくじに戻る 

 

 



 

2.地図に写真や動画を埋め込む       

↑もくじに戻る 

   

地図の中にピンの形のアイコンを立てて、写真や動画、説明文の入ったウインド

ウにリンクを貼ります。 

 

2－1 各自のボードを開き、編集する地図を選びます 

（ボードの入口から“Edit”ボタンをクリック）。 

 
2－2 編集画面が出たら、“Landmark”のタブを開きます。 

 
2－3 写真を埋め込みたい場所をクリックします 

※サンプル写真として御殿場線の各駅の写真がありますので、左側の地図上の

好きな駅をクリックしてみて下さい。 



 

 

2－4 地点に関する説明と写真へのリンクに関する画面が出ますので、 

必要事項を書き込みます。 

 

 2－5 左右の地図上にピンの形のアイコンが現れます。 

    ずれがあるようならば調整します。 

 

 

 

 

 

 

2－6 一旦“SAVE”を行い、”Publish as Private”で Web 地図を更新します。 

 

2－7 Web 地図上にピンアイコンがあること、写真が出るかを確認します。 

写真を埋め込みたい

地点をクリック 

タイトルを記入 

写真を選択 

写真を挿入 

ずれを修正 



  

2－8 他の駅を使って練習してみましょう。 

 

2－9 HTML モードを使うと、説明文や動画、Wikipedia の記事を埋め込むこと

が出来ます。 

 裾野市役所に、裾野市の動画を埋め込んでみましょう。 

①裾野市役所の位置を地図上でクリックします。 

 

②詳細設定画面が出ます。その際、“Go to HTML mode”をクリックします。 

元に戻れませんがいいですか？との問いに“OK”をクリックします。 

 

 

 

 

 



③html テキストの表示を下がっていくと“Attach other media”というバーが

あるので、クリックして取り込みたいメディアを選びます。 

 

 

 

 

 

➃埋め込みたい動画を Youtube で見つけたら“共有”をクリックし、アドレス

をコピーします。 

 

⑤地図ポイントの設定画面に戻り、Youtube IDを貼り付けます。 

※注意 貼り付けるのは“movie ID”です。 

https://youtu.be/aJJI8THWQf0 

  ↑この部分は削除します 

   

⑤一旦 Preview をして、リンクできるか確認してみます。 

⑥Save、Publish の順で保存して確認します。 

動画を選ん

でみます 



 

 
 

 

↑もくじに戻る 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．住所録を地図上に反映する（個人情報を除く）

↑もくじに戻る 

 施設の一覧など、住所録として公開されている情報を一括で載せることが出来

ます。モバイル端末と組み合わせれば、地図上で示された場所に行ってその場で

写真や書き込みをして地図をアップロードすることも可能です。 

 ただ、個人の住所が特定できるものや公開を前提としていないもの、公開する

ことによって個人に不利益になるようなものは、たとえ「限定公開」とはいえ載

せないにこしたことはありません。「オープンデータ」として、しかるべき機関

が公開しているものを使うようにしましょう。 

 ここでは、住所や属性と共に緯度経度情報がついている裾野市のオープンデ

ータを地図に載せてみたいと思います。 

３－１ オープンデータを調達する。 

 裾野市の「AED設置場所」を地図にしてみます。 

（https://opendata.pref.shizuoka.jp/dataset/fuji-867/resource/34880/222208_aed.csv） 

EXCEL で開きます。 

 

３－２ データを加工する 

 ①そのままだと読み込めませんので、必要なところを残して削除していきます。 

緯度(lat),経度(lng), ランドマーク名(name), ランドマークの説明文(description),lang(言語) を 

1行に記述（Strolyのヘルプサイトより） 

 

 

 

 

１行目に 

タイトル 

 

https://opendata.pref.shizuoka.jp/dataset/fuji-867/resource/34880/222208_aed.csv
https://stroly.zendesk.com/hc/ja/articles/900000756246-%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%AF%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%81%AE%E3%83%86%E3%82%AD%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%81%8B%E3%82%89%E3%81%AE%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%88%E6%A9%9F%E8%83%BD
https://stroly.zendesk.com/hc/ja/articles/900000756246-%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%89%E3%83%9E%E3%83%BC%E3%82%AF%E6%83%85%E5%A0%B1%E3%81%AE%E3%83%86%E3%82%AD%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB%E3%81%8B%E3%82%89%E3%81%AE%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%88%E6%A9%9F%E8%83%BD


②出来たファイルを csv 形式で保存します。 

AED.csv

 

③文字コードを変換する  

 作成したｃｓｖファイルを“メモ帳”で開きます。 

 

AED.csv

  右クリック 

ファイル→名前をつけて保存 

  

 

３－３ Stroly の“ランドマーク”に取り込む 

 

 ファイルを選択して 

“Upload”をクリック 

 

うまくいけばこのメッセージ 

  

 

文字コードを UTF-8にして保存 

PLACE と 

CSVをクリック 

 



あとは SAVEと Publishをします。 

 

 

 裾野市内の AED 設置場所マップができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             以上 

 

↑もくじに戻る 


